





























































































































4 生命倫理 149 
(生殖補助医療，脳死，安楽死，遺伝子等)
5.医事法制u(医療法，医師法毒事) 63 
6医事刑法 17 
7.医療政策
8.法医学，医学の基礎 13 
5.以上述べてきたとおり，医事法関連領域にかかわりを持つ法曹の過去・現在・
未来の具体的な業務の内容をしっかりと踏まえ，かつ，現に法科大学院において教
育されている医事法教育の内容も踏まえて教科書ぞ作成することが必要となってい
たところ，今年 (2005年)9月に包本で初めて，各法科大学院で墜事法教育を担当
する教員によって，法科大学院における医事法関連科目の教育で使用される教科書
(加藤良夫編著『実務医事法講義』民事法研究会2005.9干のが執筆・発行された。
その教科書では，第 lにインブオームド・コンセントを中心とした患者の人権の
歴史的背景を踏まえ，その基本的事項について，第2に，実際の診療は医師・医療
機関と患者との医療契約として展開されていることから，医師の診療上の義務に関
する判例を踏まえ，医療契約の基本的内容について，第3Iこ，医事法領域における
法曹実務上最大のテーマが医療過誤訴訟であるから，その理論的論点と実務上の論
点について，第4に，医科学の発展に伴い，新しい医療技術が可能となり，医療の
現場でも様々な場面で生命倫理の視点から検討すべき問題に直面することが増大し
てきているので，その中の代表的なテーマについて，第5に，我国の医療を?形作っ
ている医療法や医師法，薬事法等の医事法制について，第6に，医事刑法の視点か
ら重要項目について，第 7に我留の医療制度や医療政策の特色と問題点等につい
て，それぞれ解説されている。
今後各法科大学院における医事法教育の実践の積み重ね，社会の動き等を踏ま
119 
〔資料〕第3回南山大学法学部・法科大学統一韓南大学校法科大学学術交流会
え，医事法担当教員の棺互研鎖とともに，必要に応じてこの本の改訂もなされてい
くことになろう。
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